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(57)【要約】
【課題】　排水トラップの設備において、排水トラップ
と排水管或いは排水トラップ取付部材との連結接続状態
を目視でき、部屋内から排水管接続の水漏れ箇所の点検
確認作業を容易にし、かつ排水管への接合状態の良否の
確認もできて漏水防止に威力を発揮でき排水処理を安全
に行なえて、住宅性能評価のレベルアップを図る。
【解決手段】　封水による排水トラップ本体１１　と、
該排水トラップ本体１１　を支持して、前記床面Ａの開
口部Ｂを覆い床面上に載置固定されるリング体１と、該
リング体１に接続されるホースジョイント６と、該ホー
スジョイント６に係合して前記リング体１に接続される
パッキンホルダー１２とからなり、前記リング体１に排
水管接続部３と、前記パッキンホルダー６を嵌着するホ
ース接続部２とを備えると共に、該リング体１を目視可
能の無色透明の合成樹脂ないし有色顔料によって着色し
た有色透明或いは半透明の合成樹脂により内部を透視で
きる構成とした。　
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　床面に開口する排水管内に挿入されて設置する排水トラップにおいて、残留排水の封水
によって臭気を遮断するための排水トラップ本体と、該排水トラップ本体を支持して、前
記床面の開口部を覆い床面上に着脱自在に載置固定されるリング体と、該リング体に接続
されるホースジョイントと、該ホースジョイントに係合して前記リング体に接続されるパ
ッキンホルダーとからなり、前記リング体を目視可能の無色透明の合成樹脂ないし有色顔
料によって着色した有色透明或いは半透明の合成樹脂により内部を透視できる構成とする
と共に、該リング体に前記排水管の内周面に嵌入固着する筒状の排水管接続部と、前記パ
ッキンホルダーを嵌着する環状突起のホース接続部とを備えたことを特徴とする排水トラ
ップ。　
【請求項２】
　請求項１記載の排水トラップにおいて、目視可能の無色透明の合成樹脂ないし有色顔料
によって着色した有色透明或いは半透明の合成樹脂により内部を透視できる構成したブッ
シュを前記排水管接続部の外周側面に嵌合して排水管接続部と排水管との間に密接介在配
備したことを特徴とする排水トラップ。　
【請求項３】
　請求項１または２記載の排水トラップにおいて、前記排水トラップ本体が、前記ホース
ジョイントからの排水を導くスロートと、該スロートが挿入され該スロートにより導かれ
た排水を排水管に送り込み、残留排水によって水封して臭気を遮断するための筒状の封水
カップとを配備したことを特徴とする排水トラップ。　
【請求項４】
　請求項３記載の排水トラップにおいて、前記パッキンホルダーが、前記ホース接続部に
着脱自在に螺合され、該ホース接続部と前記リング体を覆うカバーを備えたことを特徴と
する排水トラップ。
【請求項５】
　請求項３または４記載の排水トラップにおいて、前記リング体とパッキンホルダーとの
接合対面位置に凹凸面部よりなるロック機構を設けて係止結合した構成としたもので、リ
ング体とホースジョイントとの間にシールラバーリングのシール部材を介在配備したこと
を特徴とする排水トラップ。
【請求項６】
　請求項４または５記載の排水トラップにおいて、前記ホースジョイントが、エルボ管体
で構成され一端口部は前記ホース接続部に嵌挿され、かつ他端口部は洗濯機排水ホースに
嵌挿される構成とし、エルボ管体外周に前記パッキンホルダーに圧接される円錐状のフラ
ンジ部を突設したことを特徴とする排水トラップ。
【請求項７】
　請求項４、５または６記載の排水トラップにおいて、前記リング体を覆うパッキンホル
ダーが、中央にホースジョイントの嵌合孔を有し、周囲外方に張り出したカバーを備えた
中空円筒体からなり、すべり防止用の凹凸面からなる回動操作部を外側に設け、シール面
部のある筒部にスリットとネジ部とを備えたことを特徴とする排水トラップ。
【請求項８】
　排水管に連結され残留排水の封水によって臭気を遮断するための排水トラップ本体と、
該排水トラップ本体に着脱自在にねじ込み或いは嵌合支持して、前記床面の開口部を覆い
床面上に着脱自在に載置固定されるリング体と、該リング体にストレーナを介して挿脱自
在に設けられ、排水ホースが一端口部に接続されるホースジョイントと、該ホースジョイ
ントの他端口部に接続され下端開口で連通する案内筒とを備え、該案内筒に間隙をあけて
嵌挿されるスロートと、該スロートに間隙をあけて嵌挿され、トラップ機能をはたす封水
カップとを前記リング体に挿脱自在に嵌合配備したものからなり、該リング体を目視可能
の無色透明の合成樹脂ないし有色顔料によって着色した有色透明或いは半透明の合成樹脂
により内部を透視できる構成としたことを特徴とする排水トラップ。　
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【請求項９】
　請求項８記載の排水トラップにおいて、前記スロートが下端開口部を有する中空筒体で
あって、該中空筒体の上端に前記封水カップに嵌挿されるテーパー筒部を備えたことを特
徴とする排水トラップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マンションなどの住宅内のバスルームや台所、洗面所、ベランダ或いは各種
洗い場内などの床面の排水口内に設置され、洗濯機などの排水が排出される排水トラップ
、特に洗濯機などの排水ホースを接続連結して用いられる排水トラップに関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来の排水トラップは、ホースジョイントが設けられ、洗濯機の排水ホースと接続され
、排水ホースから流出する排水（汚水）を床下に配設した排水管に案内するために用いら
れており、排水はホースジョイントから排水トラップ内に流れ込んで、排水管側へ送られ
る構造となっている。例えば、この排水トラップでは排水ホースが封水機構に組み込まれ
た構成であり、既存の排水管に対してトラップを簡単に形成できる組み込み式の排水トラ
ップが提案されていて、この排水トラップを用いることで、通常の排水管に洗濯機の排水
を流す場合でも臭気の逆流を防止することができる。（例えば特許文献１参照）
【０００３】
【特許文献１】実用新案登録第２５２７３３７号（明細書全文，図面全図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この従来の排水トラップは、床面に据え付けるのには排水口にリング体を取付ネジで固
定するため、排水管との連結接続部分が床面下にあって水漏れ箇所の点検確認作業には床
下に入り、排水管の外側から水漏れ箇所の確認を行なっていたので、床下に潜るために点
検口等の設置が必要になり極めて面倒であり維持管理上不便であった。また、床面下での
作業を行わなくてはならない上に、排水トラップと排水管との連結接続部分が正確に接合
連結されているかどうかの保証も定かでなく、品質確保促進のための住宅性能表示での評
価が低く問題であった。
【０００５】
　本発明は、これら従来の不便さを排除しようとするもので、排水トラップの設置に際し
て床面に点検口を設置することなく、部屋内から排水管接続の水漏れ箇所の点検確認作業
が容易にできるほか、排水トラップと排水管との連結接続部分の接合状態をも目視で容易
に確認でき、さらに排水管への接合面の接着剤の塗り忘れや排水管が奥まで挿入されてい
ないなどの接合状態の良否も確認もできて漏水防止に威力を発揮でき排水処理を安全に行
なえるし、住宅性能評価のレベルを大幅に向上することができる排水トラップを安価な形
態で提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、床面に開口する排水管内に挿入されて設置する排水トラップにおいて、残留
排水の封水によって臭気を遮断するための排水トラップ本体と、該排水トラップ本体を支
持して、前記床面の開口部を覆い床面上に載置固定されるリング体と、該リング体に接続
されるホースジョイントと、該ホースジョイントに係合して前記リング体に接続されるパ
ッキンホルダーとからなり、前記リング体を目視可能の無色透明の合成樹脂ないし有色顔
料によって着色した有色透明或いは半透明の合成樹脂により内部を透視できる構成とする
と共に、該リング体に前記排水管の内周面に嵌入固着する筒状の排水管接続部と、前記パ
ッキンホルダーを嵌着する環状突起のホース接続部とを備えてあって、必要に応じ目視可
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能の無色透明の合成樹脂ないし有色顔料によって着色した有色透明或いは半透明の合成樹
脂により内部を透視できる構成したブッシュを前記排水管接続部の外周側面に嵌合して排
水管接続部と排水管との間に密接介在配備してあるので、排水トラップの設置に際して床
面に点検口を設置することなく、部屋内から排水管接続の水漏れ箇所の点検確認作業が容
易にできるほか、排水トラップと排水管との連結接続部分の接合状態をも目視で容易に確
認できるようにしてある。
【０００７】
　この排水トラップにおいては、前記排水トラップ本体が、前記ホースジョイントからの
排水を導くスロートと、該スロートが挿入され該スロートにより導かれた排水を排水管に
送り込むと共に、残留排水の封水によって臭気を遮断するための封水カップとを配備して
、封水で逆流する臭気を容易に遮断するようにし排水トラップ機能を安全に果たすように
なっている。
　また、本発明の排水トラップでは、前記パッキンホルダーが、前記ホース接続部に着脱
自在に螺合され、該ホース接続部と前記リング体を覆うカバーを備えて床面に排水トラッ
プをリング体でネジ止めしても床取付ネジ部が覆われて体裁良好であり、ゴミ溜まりもな
く手入れも簡単で外観品位も高められるようになっている。
【０００８】
　さらに、この排水トラップにおいては、前記リング体とパッキンホルダーとの接合対面
位置に凹凸面部よりなるロック機構を設けて係止結合した構成としたもので、リング体と
ホースジョイントとの間にシールラバーリングのシール部材を介在配備したことによって
、パッキンホルダーが締め付けられると係止固定が確実で緩み止めも容易で安全に用いら
れるようになっている。
　さらにまた、この排水トラップでは、前記ホースジョイントが、エルボ管体で構成され
一端口部は前記ホース接続部に嵌挿され、かつ他端口部は洗濯機排水ホースに嵌挿される
構成とし、エルボ管体外周に前記パッキンホルダーに圧接される円錐状のフランジ部を突
設してあるので、排水管内での高流速の維持が確実にでき排水管への排水もスムーズでゴ
ミつまり現象もなく接続部分の漏水もなく安全に用いられ、ホースジョイントの着脱も簡
易に行え封水筒体の取り外しも容易に行えて清掃作業などの手入れや管理作業も手軽に行
えるようになっている。
【０００９】
　本発明の排水トラップは、さらに前記リング体を覆うパッキンホルダーが、中央にホー
スジョイントの嵌合孔を有し、周囲外方に張り出したカバーを備えた中空円筒体からなり
、すべり防止用の凹凸面からなる回動操作部を外側に設け、シール面部のある筒部にスリ
ットとネジ部とを備えたことにより、緩み止め防止が確実で水漏れ現象もなく安全性を高
めることができる。
【００１０】
　本発明では、排水管に連結される排水トラップ本体を床面に開口する排水口に設置し、
該排水トラップ本体に、封水カップと該封水カップに間隙をあけて嵌挿される案内筒とを
挿脱自在に備えると共に、該案内筒に接続挿入されるホースジヨイントをストレーナを介
して嵌合するリング体を前記排水トラップ本体に着脱自在にねじ込み或いは嵌合配備した
ものからなり、該リング体を目視可能の無色透明の合成樹脂ないし有色顔料によって着色
した有色透明或いは半透明の合成樹脂により内部を透視できる構成とすることでも、排水
トラップの設置に際して床面に点検口を設置することなく、部屋内から排水管接続の水漏
れ箇所の点検確認作業が容易にできるし、排水トラップ本体や配管の良否が容易に判別で
き、特に満水検査時に床下の検査や排水トラップ本体と排水管の接合状態の良否も確認で
きて施工作業や住宅の維持管理が容易である。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明は、床面に開口する排水管内に挿入されて設置する排水トラップにおいて、残留
排水の封水によって臭気を遮断するための排水トラップ本体と、該排水トラップ本体を支
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持して、前記床面の開口部を覆い床面上に載置固定されるリング体と、該リング体に接続
されるホースジョイントと、該ホースジョイントに係合して前記リング体に接続されるパ
ッキンホルダーとからなり、前記リング体を目視可能の無色透明の合成樹脂ないし有色顔
料によって着色した有色透明或いは半透明の合成樹脂により内部を透視できる構成とする
と共に、該リング体に前記排水管の内周面に嵌入固着する筒状の排水管接続部と、前記パ
ッキンホルダーを嵌着する環状突起のホース接続部とを備えてあるので、排水トラップの
設置に際して床面に点検口を設置することなく、前記パッキンホルダーをリング体から外
しホースジョイントと排水トラップ本体とをリング体から取り除けば、部屋内から排水管
接続部の水漏れ箇所の点検確認作業が容易にできるほか、排水トラップのリング体と排水
管との連結接続部分の接合状態をも目視で容易に確認でき、さらに排水管への接合面の接
着剤の塗り忘れや排水管が奥まで挿入されていないなどの確認もできて漏水防止に威力を
発揮でき排水処理を安全に行なえるし、住宅性能評価のレベルを大幅に向上することがで
きる。
【００１２】
　さらに、本発明は目視可能の無色透明の合成樹脂ないし有色顔料によって着色した有色
透明或いは半透明の合成樹脂により内部を透視できる構成としたブッシュをリング体に設
けた排水管接続部の外周側面に嵌合して備え、前記排水管接続部の外周側面に嵌合して排
水管接続部と排水管との間に密接介在配備してあるので、排水漏れ現象もなく安全性を大
巾に高めることができるし、排水管接続部の内部から水漏れ箇所の点検確認作業が容易に
できるほか、リング体と排水管との連結接続部分の接合状態の良否をも目視で容易に確認
できて施工作業や住宅の維持管理が手軽に行え、住宅性能評価のレベルを高めることがで
きる。
【００１３】
　また、本発明では、前記パッキンホルダーが、前記ホース接続部に着脱自在に螺合され
、該ホース接続部と前記リング体を覆うカバーを備えているので、前記排水トラップ体を
リング体によって床面にネジ止めしても床取付ネジ部が覆われて体裁良好であり、ゴミ溜
まりもなく手入れも簡単で外観品位を高められるし、リング体とホースジョイントとの間
にシールラバーリングのシール部材を介在配備した構成としているので、緩み止めが確実
で水漏れ現象もなく安全性を大巾に高めることができるし、リンク体にパッキンホルダー
が取付けられて締め付けるとロック機構で係止固定され緩み止めとなると共に、排水管路
内での高流速の維持が確実にできてごみ詰り現象がなく安全に用いられ、しかもホースジ
ョイント、封水カップのトラップ機構が着脱自在なので、排水口からホースジョイント、
トラップ機能果たす封水筒体を取り外して清掃することが容易に可能である。
【００１４】
　また、本発明の排水トラップによれば、前記封水カップが筒状のトラップ本体であって
、前記リング体で形成された環状筒部のフランジに嵌挿係止され、封水カップ上端の内外
周面にホースジョイントを嵌合圧接配備されることで、排水管路内への排水もスムーズで
水密状態をも確実に保って排水でき、漏水防止に寄与するし、さらに前記ホースジョイン
トが、エルボ管体で一端開口は前記ホース接続部に嵌挿され、かつ他端開口は洗濯機排水
ホースに嵌挿される構成とすれば、エルボ管体外周に前記パッキンホルダーに圧接される
円錐状のフランジ部を突設したことで、緩み止めが確実で水漏れ現象もなく安全性を大巾
に高めることができる。
【００１５】
　さらに、本発明の排水トラップでは、前記リング体の排水管接続部の開口端外周にソケ
ットを介して排水管を嵌合連結し、該排水管内に流水用の隙間をあけて、筒状の封水カッ
プを垂下状態で前記リング体の環状筒部に嵌挿係止されていて、ホースジョイント、封水
カップのトラップ形成体が着脱自在なので、排水口からホースジョイント、トラップ形成
体を取り外して清掃することが容易に可能であり、排水管への対応も容易にでき施行工事
も低コストで手入れも簡単であって、臭気の逆流防止の排水トラップ機能を十分発揮でき
ると共に、排水流路の確保も充分とれて排水管路内での安全性を高められる。
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【００１６】
　この場合、前記リング体を覆うパッキンホルダーとしては、中央にホースジョイントの
嵌合孔を有し外周囲に張り出したカバーを備えた中空円筒体からなり、すべり防止用の凹
凸面からなる回動操作部を外側面に設け、シール面部のある筒部にスリットとネジ部とを
備えたことで、緩み止めが確実で水漏れ現象もなく用いられると共に、リング体の取付ネ
ジ部その他周辺部を覆ってカバーするため、リング体上部の化粧回しとなりネジ部のゴミ
溜まりもなく体裁良好に用いられ信頼性と外観品位を大巾に高めることができる。　
【００１７】
　また本発明では、排水管に連結される排水トラップ本体を床面に開口する排水口に設置
するに際し、該排水トラップ本体に、封水カップと該封水カップに間隙をあけて嵌挿され
る案内筒とを挿脱自在に備えると共に、該案内筒に接続挿入されるホースジヨイントをス
トレーナを介して嵌合するリング体を前記排水トラップ本体に着脱自在にねじ込み或いは
嵌合配備したものからなり、該リング体を目視可能の無色透明の合成樹脂ないし有色顔料
によって着色した有色透明或いは半透明の合成樹脂により内部を透視できる構成とするこ
とでも、排水トラップの設置に際して床面に点検口を設置することなく、部屋内から排水
管接続の水漏れ箇所の点検確認作業も手軽で容易にできる。
【００１８】
　この場合、前記排水トラップ本体とリング体との間にスリップパッキン及び／またはパ
ッキンなどのシール部材を介在配備して床面に締付固定し、前記ストレーナをリング体に
嵌合することによって封水密着装備することで、排水管路内への排水もスムーズで気密状
態も確実に維持に保って排水処理でき、臭気の逆流防止が可能で排水トラップ機能を十分
に良好に発揮できるほか、排水流路の確保も確実にとれて排水管路内での安全性をも高め
られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　本発明の排水トラップは、残留排水の封水によって臭気を遮断するための排水トラップ
本体と、該排水トラップ本体を支持して、前記床面の開口部を覆い床面上に載置固定され
るリング体と、該リング体に接続されるホースジョイントと、該ホースジョイントに係合
して前記リング体に接続されるパッキンホルダーとからなり、前記リング体に前記排水管
の内周面に嵌入固着する筒状の排水管接続部と、前記パッキンホルダーを嵌着する環状突
起のホース接続部とを備えると共に、該リング体を目視可能の無色透明の合成樹脂ないし
有色顔料によって着色した有色透明或いは半透明の合成樹脂により内部を透視できる構成
としてある。
【００２０】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
　この実施の形態における排水トラップは、図１乃至図３に示すように、床面Ａの床面開
口部Ｂを覆い床面上に載置固定されるリング体１が、内部を透視できる構成として排水管
Ｃに連結されて配備されるが、このリング体１には環状突起のホース接続部２と、排水管
Ｃの内周面に嵌合される筒状の排水管接続部３とを備え、該ホース接続部２には一端口部
４が嵌挿され、かつホース止めリング５１　を外周に突設した他端口部５に洗濯機排水ホ
ースＤが嵌挿されるホースジョイント６が、パッキンホルダー１２によって着脱自在に接
続配備される。
　また、この前記リング体１は、目視可能の無色透明の合成樹脂ないし黄色、赤色、桃色
、青色、緑色等の有色顔料によって着色した有色透明或いは半透明の合成樹脂例えばＡＢ
Ｓ樹脂、ＰＰ樹脂等によって内部を透視できる構成とし、該リング体１の排水管接続部３
内にホースジョイント６の一端口部４の外周部が挿入され、かつ排水管接続部３に形成し
たフランジ部３１　に嵌装保持される封水カップ８が、排水管Ｃ内に上面開放状態で配備
され、該封水カップ８内にスロート７を内装して排水管Ｃ内に嵌挿配備される。さらに前
記リング体１の排水管接続部３の外周面に接着剤を塗布して前記排水管Ｃ内に嵌挿配備す
るか、或いは透明若しくは半透明の合成樹脂例えばＡＢＳ樹脂、ＰＰ樹脂等によって内部
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を透視できる構成としたブッシュ２３を嵌合配備して排水管Ｃ内に嵌挿配備され、塗布し
た接着剤によって固着される。
　この封水カップ８は、前記排水管接続部３の内周側に嵌合してもよいが、図１のように
内周側に張出したフランジ部３１　に傾斜面からなる保持筒部８３　を嵌挿係止し、封水
カップ８の外周側面の開口８４　を介して排水管Ｃ内に連結配備してもよく、さらに封水
カップ８の内部としては、入口側流路８１　と出口側流路８２　とに区画する仕切片９が
有底側に流水用の連通開口１０を形成して垂下配備され、前記出口側流路８２　の封水カ
ップ８の周壁上方位置に流出口１０１　を形成した構成の排水トラップ本体としてある。
【００２１】
　また、床面Ａに取り外し可能に備えられて床面開口部Ｂを覆うリング体１には、ホース
接続部２に形成した係合部、例えばネジ部１５或いは凹凸係合部などにパッキンホルダー
１２を着脱自在に螺合或いは係合して、前記リング体１とホースジョイント６とを被覆一
体化すると共に、パッキンホルダー１２に外方に張り出したカバー１２１　で前記リング
体１に設けた取付孔１４の上方を覆うようにしてあり、さらに前記リング体１とパッキン
ホルダー１２との接合対面位置に凹凸面部２１，２２よりなるロック機構を設けて係止結
合できる構成としたもので、リング体１とホースジョイント６との間にシリコンゴムなど
のシール部材２４を介在配備して臭気や排水の漏れが確実に防止できるようになっている
。
【００２２】
　この排水トラップにおいて、前記リング体１に接続されるホースジョイント６は、エラ
ストマーなどの軟性合成樹脂からなるエルボ管体で、一端口部４が前記ホース接続部に嵌
挿され、かつ他端口部５が洗濯機排水ホースに嵌挿される構成とし、エルボ管体外周に前
記パッキンホルダー１２に圧接される円錐状のフランジ部１６を突設してあり、前記パッ
キンホルダー１２をねじ込んで固定する際に、環状の嵌入溝１６１　を前記封水カップ８
の保持筒部８３　に圧入嵌挿し、かつ、フランジ部１６の下面で前記シール部材２３をリ
ング体１に圧着して水漏れ、ガス漏れがないように安全にセットされる。
【００２３】
　さらに前記リング体１には、排水管接続部３またはフランジ部３１　にスロート７と筒
状の封水カップ８とが嵌装保持される。このスロート７は、ＰＰ樹脂よりなり上縁に大径
筒部７１　があり傾斜壁からなるテーパー筒部７２　を介して、小径筒部７３　を一体成
形した異径筒体からなり、必要に応じ付設して、大小径の排水管Ｃに対応して連結接続で
きるようにして、該排水管Ｃ内に流水用の隙間をあけて、筒状の封水カップ８が垂下状態
で嵌合配備でき組立て分解が容易にできるようにしてある。　
【００２４】
　この排水トラップにおいて、前記封水カップ８としては、筒状のトラップ本体であって
、前記リング体１に形成された環状筒部のフランジ部３１　に嵌挿係止されるが、封水カ
ップ８の上端をホースジョイント６の嵌入溝１６１　を嵌合してシール部材２４を介して
圧接配備され、かつ保持筒部８３　の外周に開口８４　を設けて、該開口８４　を前記フ
ランジ部３１　に嵌挿係止して排水管Ｃ内に流水用の隙間をあけて、筒状の封水カップ８
が垂下状態で簡単に嵌合配備できる。
【００２５】
　この場合、前記封水カップ８の内部を入口側流路８１　と出口側流路８２　とに区画す
る仕切片９は、封水カップ８に一体に成形されている仕切壁としてあるが、分離できる仕
切片９として用い上方に外方に張り出す取り付け用の環状フランジ（図示せず）を設けた
形態のもの、例えばスロート７を前記保持筒部８３　の上方から嵌挿配備して、底部に流
出口１０を形成して垂下配備することもできる。また、前記仕切片９の下端縁は丸みを付
けた曲面（断面円弧状）に形成するか、或いは下流側に湾曲した誘導曲面を持った下端部
として、排水中の糸くずやその他細い長ものが引っ掛かったり、絡みつかないように配慮
するのもよく、さらに仕切片９の下端縁も直線状に限らず、底部の形状例えば、水平状或
いは球面状の底部の形状に沿った流出口１０の形状と大きさになるようにし、流過する排
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水に与える抵抗を小さくすることができるし、流路内の流れが反転流過してスムーズにな
るように考慮するのがよい。
【００２６】
　なお、前記封水カップ８の周壁上方位置に形成した出口側流路８２　は、封水カップ８
の周壁の略半周に所定高さの寸法（封水量を確保できる高さ）で上方を開口したものとし
、排水量も減ずることなく、排水流路の確保も充分とれて排水作業に支障がないようにし
てある。
　そして前記リング体１の下部に垂下配備される前記封水カップ８は、排水管Ｃ内で封水
カップ８の外周部と下部とに流水用の隙間あけて配備され、前記リング体１にゴムパッキ
ンなどのシール部材２４を介して、ホースジョイント６が嵌合接続され、着脱自在の前記
パッキンホルダー１２によって締着される。
　前記リング体１のホース接続部２に形成した係合部、例えばネジ部１５に前記リング体
１を覆うパッキンホルダー１２を着脱自在に螺合して、前記リング体１とホースジョイン
ト６とを被覆一体化する際に、前記リング体１とパッキンホルダー１２との接合対面位置
に設けたロック機構例えば、歯形面、ギザ面或いは凹凸面部２１，２２により係止結合す
るのがよく、該パッキンホルダー１２の外方に張り出したカバー１２１　を前記リング体
１に設けた取付孔１４の上方を覆うようにして、リング体１を直接床面Ａにねじ止めし、
或いは環状のシール部材２４を介して床面Ａにねじ止めしても、この床取付けネジ部はパ
ッキンホルダー１２により覆われてネジ部へのゴミ溜まりがなく体裁良好で外観品位も高
められる。 
【００２７】
　本発明の実施例では、床面Ａの開口部Ｂに嵌合された円板状の前記リング体１は、板面
に取付孔１４を適宜設け、板面中央下部に設けた排水管接続部３の開口端に排水管Ｃを連
結し、排水管接続部３に設けたフランジ部３１　に封水カップ８の保持筒部８３　を嵌支
して、該保持筒体８３　の開口端を前記ホースジョイント６の嵌入溝１６１　に嵌挿圧接
保持してあって、前記排水管Ｃ内において該封水カップ８の外周部と下部とに流水用隙間
をあけて封水カップ８が垂下配備される。
　この封水カップ８中に区画される入口側流路８１　と出口側流路８２　とに区画する仕
切片９が有底側に流水用の流出口１０１　を形成して垂下配備され、前記出口側流路８２

　の封水カップ８の周壁上方位置に連通開口１０を形成した構成のトラップ本体としてあ
り、前記パッキンホルダー１２によって、前記ホースジョイント６と封水カップ８とをリ
ング体１に封水密着配備して気密性を維持できる。（図１乃至図３）
【００２８】
　前記リング体１は、耐衝撃性、耐腐性、および耐熱性などに優れたＡＢＳ樹脂などで円
板状に成形され、床面開口部Ｂを覆い床面Ａにねじによって固着できる複数の取付孔１４
（本実施形態では３個）が周方向に間隔をおいて穿設されている。このリング体１の上面
部には筒状のホース接続部２が一体的に突出成形され、かつリング体１の下面部には排水
管接続用の外側筒部からなる排水管接続部３及びフランジ部３１　が垂下して一体的に突
出成形されている。これらホース接続部２と排水管接続部３とは、パイプ状の排水管Ｃ又
はホースジョイント６とが接続可能なように同心的に突設され、ホース接続部２の内周面
にパッキンホルダー１２の連結用のネジ部１５が、またフランジ部３１　の内周面には開
口がそれぞれ形成されている。　　　　　
　そして、この排水管接続部３の外周面に前記排水管Ｃが嵌装され、フランジ部３１　の
内周面には前記封水カップ８の保持筒部８３　とが重なって嵌合され、フランジ部３１　

によって、垂下状態で同心的に着脱自在に保持され、排水管Ｃ内に排水トラップとして嵌
挿支持して用いられる。　　　　
【００２９】
　前記ホースジョイント６としては、エラストマーなどの軟性樹脂からなるエルボ管体を
用い、前記リング体１に嵌合する円環状のフランジ部１６を備えた筒体の一端口部４と、
フランジ部１６の中心孔にホース受けパイプの他端口部５を形成したエルボ管体とすると



(9) JP 2008-25106 A 2008.2.7

10

20

30

40

50

共に、フランジ部１６の下面にシールリングなどのシール部材の嵌合凹溝１６１　を設け
、かつ上面にスペーサ或いはＯリングなどを乗せられるテーパー部或いは嵌合段部を設け
て、該テーパー部に嵌装されたパッキンホルダー１２によって、リング体１のホース接続
部２に着脱自在に圧接保持できるようにしてある。　　
【００３０】
　この場合、前記ホースジョイント６は、図２及び３に示すように回動操作部１７と、ネ
ジ部１８及びスリット１１のあるシール面部１９とを備えたパッキンホルダー１２よって
リング体１に締め付けることにより、ホースジョイント６のリング体１に相対するフラン
ジ部１６が押し付けられて圧密に保った状態で強固に接続することができ、このパッキン
ホルダー１２を介してホースジョイント６を着脱自在にリング体１に保持するので、施行
工事も簡便で汎用性に富み、しかもパッキンホルダー１２を回動して締めつけると、封水
カップ８に圧入され、かつホースジョイント６のフランジ部１６のテーパー面に押しつけ
られて気密保持を確実化できるほか、パッキンホルダー１２を締め付けたり、弛めたりし
てホースジョイント６の着脱が簡便にできる。
【００３１】
　また、前記封水カップ８は、排水の流れに溜まりや衝突をできるだけなくして、より良
い排水の流れを形成することができるようにし、封水カップ８の周壁上方位置に広く開い
た開放型の流出口１０１　を形成したので、該流出口１０１　からオーバーフローして噴
出された水流は外周方向に誘導されて、洗剤等の管壁への付着を防げる効果をもつほか管
路流の閉塞現象やごみ詰り現象の発生がなく有効に用いられる。
　さらに、前記封水カップ８には、封水中に漬かる仕切片９によるトラップ形成体により
トラップ機能を備えるが、仕切片９に代えて、必要に応じトラップ形成体のスロート７に
よってトラップ機能を持たせる構成にしてもよい。
【００３２】
　前記ホースジョイント６の固定用のパッキンホルダー１２としては、図２及び３に示す
ように、中央にホースジョイント６の嵌合孔１２２　を有し、周囲外方に張り出したカバ
ー１２１　を備えた中空円筒体からなり、すべり防止用の凹凸面からなる回動操作部１７
を外周側に設け、またシール面部１９のある筒部にスリット１１と、ネジ部１８とを備え
てあるので、前記リング体１に封水カップ８を嵌入したのち、シール部材２４を介してホ
ースジョイント６の一端開口４と接続し、前記リング体１を覆うパッキンホルダー１２を
装着すれば、前記封水カップ８からなるトラップ形成体を容易に組み入れセットすること
ができるし、緩み止めが確実で水漏れ現象もなく用いられると共に、カバー１２１　によ
ってリング体１の取付ネジ部の取付孔１４その他周辺部を覆って被覆するため、リング体
上部の化粧回しとなりネジ孔のゴミ溜まりもなく体裁良好に用いられる。　
【００３３】
　なお、前記スロート７としては、排水管接続部３またはフランジ部３１　に嵌装保持さ
れ、かつ上縁に外方張出フランジを有する大径筒部７１　に傾斜壁からなるテーパー筒部
７２　を介して、小径筒部７３　を一体成形したものを用いるのがよく、排水管Ｃに対応
して連結接続できるようにして、施工工事を簡便化できるようにしてある。　
【００３４】
　図１乃至図３の例において、排水トラップを取り付けるには、まず、床面Ａに設けられ
た排水管Ｃの管径を確認し、リング体１の排水管接続部３に排水管Ｃを固着接続する。次
いで、床面にリング体１を複数の取付孔１４からビスで固着し、排水管接続部３にトラッ
プとなる封水カップ８を嵌入垂下させる。
　そして、前記リング体１にホースジョイント６をシール部材２４を介して上方から嵌合
しパッキンホルダー１２によって定着し、ホースジョイント６の他端開口５のホース受け
パイプに洗濯機のホースＤを挿入接続すれば、排水トラップの施工作業を終了することが
できる。
【００３５】
　このような状態で洗濯機のホースＤから排水が流れてくると、この排水は前記ホースジ
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ョイント６から封水カップ８を経て仕切片９で区画されている入口側流路８１　から流下
して連通開口１０で反転流過して出口側流路８２　に至り、封水カップ８の周壁上方位置
にある流出口１０１　により排水管Ｃに流出する。
　なお、この排水管Ｃを経由してくる悪臭は、前記パッキンホルダー１２でシールされ前
記封水カップ８に貯えられた排水のトラップ作用により、封水カップ８からなるトラップ
形成体に流れ込むのを確実に抑制防止されると共に、前記リング体１を覆うパッキンホル
ダー１２が装着されれば、前記封水カップ８からなるトラップ形成体を容易に組み入れセ
ットすることができるし、緩み止めが確実で水漏れ現象もなく用いられると共に、排水ト
ラップを床面Ａに設置された設備において、床面Ａに固定されたリング体１からパッキン
ホルダー１２を外し、ホースジョイント６と排水トラップ本体のスロート７を内装した封
水カップ８とをリング体１から取り除けば、部屋内から排水管接続部３の水漏れ箇所の点
検確認作業が容易にできるし、排水トラップのリング体と排水管との連結接続部分の接合
状態をも目視で容易に確認でき、さらに排水管への接合面の接着剤の塗り忘れや排水管が
奥まで挿入されていない施工良否などの確認もでき、漏水防止に威力を発揮でき排水処理
を安全に行なえるし、住宅性能評価のレベルを大幅に向上することができる。　
　なお、前記パッキンホルダー１２は、カバー１２１　によって、リング体１の取付ネジ
部の取付孔１４その他周辺部を覆ってカバーするため体裁良好に用いられる。　
【００３６】
　図４の実施形態では、床面Ａの床面開口部Ｂに嵌合されて床面上に載置固定されるリン
グ体１に着脱自在にねじ込み或いは嵌合支持した排水トラップ本体１１　が、排水管Ｃに
連結され残留排水の封水によって臭気を遮断するように構成するため、該リング体１に流
水孔若しくはスリットのあるストレーナ２５を介して挿脱自在に設けられ、排水ホースＤ
が一端開口５に接続されるホースジョイント６と、該ホースジョイントの他端開口４に接
続され下端開口２６で連通する案内筒２６とを備え、該案内筒２６に間隙をあけて嵌挿さ
れるスロート２７と、該スロート２７に間隙をあけて嵌挿され、トラップ機能をはたす封
水カップ２８とを前記リング体１に挿脱自在に嵌合配備したものからなり、該リング体１
を目視可能の無色透明の合成樹脂ないし有色顔料によって着色した有色透明或いは半透明
の合成樹脂により内部を透視できる構成としたことにより、ストレーナ２５をリング体１
から外してホースジョイントと排水トラップ本体とをリング体から取り除けば、部屋内か
ら排水管接続部の水漏れ箇所の点検確認作業が容易にできるほか、排水トラップのリング
体との連結接続部分の接合状態をも目視で容易に確認できて漏水防止に威力を発揮でき排
水処理を安全に行なえるし、住宅性能評価のレベルを大幅に向上することができる。
【００３７】
　この実施例の排水トラップでは、前記スロート２７は下端開口部２７１　を有する中空
筒体であって、該中空筒体の上端に前記封水カップ２８に嵌挿されるテーパー筒部２７２

　が備えられ、流水用の隙間をあけて封水カップ２８に配備され案内筒２６と共にトラッ
プ機能をはたすようになっている。
　また、排水トラップ本体１１　は各部材が耐衝撃性、耐腐性並びに耐熱性等に優れたＡ
ＢＳ樹脂などで形成され、排水口を覆い防水パン或いは床面Ａにシール部材２９を介して
ネジ部３０によってリング体１に圧接固着されるが、この前記リング体１は、前例と同様
に目視可能の無色透明の合成樹脂ないし黄色、赤色、桃色、青色、緑色等の有色顔料によ
って着色した有色透明或いは半透明の合成樹脂例えばＡＢＳ樹脂、ＰＰ樹脂等によって内
部を透視できる構成としてある。
【００３８】
　なお、この実施形態では、前記排水トラップ本体１１　に封水カップ２８及びスロート
２７を嵌入したのち、案内筒２６を接続したホースジョイント６の一端開口４に連結し、
ストレーナ２５及びリング体１をシール部材２９を介して装着すれば、封水カップ２８及
びスロート２７からなるトラップ形成体を容易に組み込むことができ、該封水カップ２８
には、封水中に漬かるスロート２７によってトラップ機能を果たすが、ホースジョイント
６を経て案内筒２６に入った排水は、該案内筒２６の周方向の全周にわたって広く開いた



(11) JP 2008-25106 A 2008.2.7

10

20

30

40

50

開放型の下端開口２７１　から前記封水カップ２８に導入され、一旦残留されて上端のス
リット２８１　を経てオーバーフローして、排水トラップ本体１１　に接続された排水管
Ｃに排水されるようになっている。従って、床面Ａに設置された排水トラップ本体１１　

からホースジョイント６、封水カップ２８及びスロート２７からなるトラップ形成体を取
り外して清掃することが容易に可能であり、排水管への対応も容易にでき施行工事も低コ
ストで手入れも簡単であって、臭気の逆流防止の排水トラップ機能を十分発揮できると共
に、排水流路の確保も充分とれて排水管路内での安全性を高められるようにするのがよい
。　
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明に係る排水トラップの一実施形態を示す縦断面図である。
【図２】図１の例の一部の分離状態を示す縦断面図である。
【図３】図１の例の排水トラップの分離状態を示す斜視図である。
【図４】本発明の他の実施形態のを示す縦断面図である。
【符号の説明】
【００４０】
　Ａ　　床面
　Ｂ　　床面開口部
　Ｃ　　排水管
　Ｄ　　排水ホース
　１　　リング体
　２　　ホース接続部
　３　　排水管接続部
　３１　　フランジ部
　３２　　フランジ
　４　　一端開口
　５　　他端開口
　５１　　ホース止めリング
　６　　ホースジョイント
　７　　スロート　　
　７１　　大径筒部
　７２　　テーパー筒部
　７３　　小径筒部
　８　　封水カップ
　８１　　入口側流路
　８２　　出口側流路
　８３　　保持筒部
　８４　　開口　
　９　　仕切片
１０　　連通開口
１０１　　流出口
１１　　スリット
１２　　パッキンホルダー
１２１　　カバー
１２２　　嵌合孔
１３　　スリット部
１４　　取付孔
１５　　ネジ部
１６　　フランジ部
１６１　　嵌合溝
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１７　　回動操作部
１８　　ネジ部
１９　　シール面部
２１，２２　凹凸面部
２３　　ブッシュ
２４　　シール部材
２５　　ストレーナ
２６　　案内筒
２７　　スロート
２７１　　下端開口部
２８　　封水カップ
２８１　　スリット
２９　　シール部材
３０　　ネジ部

【図１】 【図２】
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